
●調査時点 令和１年１０月調査（１年９月末時点）

●対象企業 ８００社

●回答企業 ５１９社（回答率：６４．９％）

（製造業２４８社、建設業４６社、卸売業７２社、

小売業８５社、サービス業６８社）

●調査時期 四半期毎〈３，６，９，１２月末時点〉

回答企業

　全産業の業況DI（▲41.6）は、前回(▲37.1)に比べ(▲4.5)ポイントの悪化を示した。

　業種別では製造業の業況DI（▲42.3）は、前回（▲35.5）に比べ(▲6.8)ポイントの悪化を示した。

　建設業の業況DI（▲50.0）は、前回（▲31.0）に比べ(▲19.0)ポイントの悪化を示した。

　卸売業の業況DI（▲54.1）は前回(▲54.1)に比べ横ばいを示した。

　小売業の業況DI（▲36.5）は前回(▲35.8)に比べ(▲0.7)ポイントの悪化を示した。

　サービス業の業況DI（▲26.5）は前回(▲29.5)に比べ(3.0)ポイントの改善を示した。

【３ヵ月先見通し】

〈業況〉今回＝令和1年9月末

　全産業では今回（▲41.6）から3ヵ月先（▲32.0）と9.6ポイントの改善を見通している。

　製造業では今回（▲42.3）から3ヵ月先（▲26.6）と15.7ポイントの改善を見通している。

　建設業では今回（▲50.0）から3ヵ月先（▲28.3）と21.7ポイントの改善を見通している。

　卸売業では今回（▲54.1）から3ヵ月先（▲47.2）と6.9ポイントの改善を見通している。

　小売業では今回（▲36.5）から3ヵ月先（▲43.5）と7.0ポイントの悪化を見通している。

　サービス業では今回（▲26.5）から3ヵ月先（▲23.5）と3.0ポイントの改善を見通している。

業況 売上 採算 資金繰り

９月末時点 -41.6 -36.6 -37.6 -18.7

６月末時点 -37.1 -34.1 -35.7 -15.4

前回比 -4.5 -2.5 -1.9 -3.3

業況 ９月末時点 ６月末時点

良化 7.3 8.0

悪化 48.9 45.1 良化

DI値 -41.6 -37.1 悪化

前回比 -4.5 -4.0 ＤＩ値

業況 ９月末時点 ６月末時点 業況 ９月末時点 ６月末時点

良化 6.9 9.0 良化 7.8 7.0

悪化 49.2 44.5 悪化 48.7 45.7

DI値 -42.3 -35.5 DI値 -40.9 -38.7

前回比 -6.8 -7.6 前回比 -2.2 -0.7

 ■製造業の業況 ■製造業の業況 ■製造業の業況 ■製造業の業況 ■非製造業の業況■非製造業の業況■非製造業の業況■非製造業の業況

指標であり、良化と回答した企業の割合から、悪化と回答した
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ＤＩ（Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ　Ｉｎｄex）ＤＩ（Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ　Ｉｎｄex）ＤＩ（Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ　Ｉｎｄex）ＤＩ（Ｄｉｆｆｕｓｉｏｎ　Ｉｎｄex）値とは、景気の動きをとらえるための

企業の割合を減じた数値。

 ■全産業の主要４項目DI値 ■全産業の主要４項目DI値 ■全産業の主要４項目DI値 ■全産業の主要４項目DI値

＜全 産 業＞＜全 産 業＞＜全 産 業＞＜全 産 業＞

 ■全産業の業況 ■全産業の業況 ■全産業の業況 ■全産業の業況

製造業

　 全産業の業況３か月先の見通し　 全産業の業況３か月先の見通し　 全産業の業況３か月先の見通し　 全産業の業況３か月先の見通し
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業況は横ばい。業況は横ばい。業況は横ばい。業況は横ばい。

先行きは製造業でわずかに改善、非製造業で横ばいの見通し。先行きは製造業でわずかに改善、非製造業で横ばいの見通し。先行きは製造業でわずかに改善、非製造業で横ばいの見通し。先行きは製造業でわずかに改善、非製造業で横ばいの見通し。
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業況DI値

今　回 -42.3

先行き -26.6

前回比 -6.8

対象企業 377

回答企業 248

製造業

○   10月からの仕入れ価格の上昇が経営を圧迫すると思われる。 【食料品】

○   消費税増税によるレジの入替やパソコンのバージョンアップなど、余計な経費が増えている。

【食料品】

○   消費税増税後の影響に注視する。 【食料品】

○   消費税増税前だが、市況は弱い。モノの溢れる時代で物販は厳しさを増す一方だ。 【酒造】

○   消費税増税の影響は大きい。 【酒造】

○   老後2000万円問題と10月からの消費税増税を先取りした形で景況が悪化した感があります。

【織物】

○   ニット業界は、より厳しい状況となりそうです。 【ニット】

○   消費は安い海外品に移り、諸経費も上がり厳しい状況です。生産性10％向上、コスト10％削減を

　　　目指し奮闘中です。 【縫製】

○   人員不足。 【木造・木製品】

■業種別業況DI値推移グラフ■業種別業況DI値推移グラフ■業種別業況DI値推移グラフ■業種別業況DI値推移グラフ

自由意見自由意見自由意見自由意見

＜製造業＞＜製造業＞＜製造業＞＜製造業＞

売上・採算・資金繰りで横ばい、業況でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「ニット」

・改善・・・・・・・・・・・「印刷」

・わずかに改善・・・「木材・木製品」、「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「食料品」、「酒造」、「鉄鋼・非鉄」

・わずかに悪化・・・「窯業・土石」、「金属」、「一般機械」、「電気機器」、

「精密機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「織物」、「輸送用機器」

・大幅悪化・・・・・・・「縫製」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「印刷」、「窯業・土石」、「プラスチック」

・わずかに改善・・・「食料品」

・横ばい・・・・・・・・・「ニット」、「木材・木製品」、「鉄鋼・非鉄」、「一般機械」、

「電気機器」

・わずかに悪化・・・「精密機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「酒造」、「織物」、「金属」、「輸送用機器」

・大幅悪化・・・・・・・「縫製」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「織物」、「ニット」

・わずかに改善・・・「木材・木製品」、「印刷」、「精密機器」

・横ばい・・・・・・・・・「窯業・土石」、「電気機器」、「輸送用機器」、

「プラスチック」

・わずかに悪化・・・「食料品」、「酒造」、「鉄鋼・非鉄」、「金属」、「一般機械」

・悪化・・・・・・・・・・・「縫製」

【３ヵ月先見通し】

業況・売上・採算でわずかに改善、資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「織物」、「窯業・土石」、「鉄鋼・非鉄」、「金属」、

「精密機器」、「プラスチック」

・わずかに改善・・・「食料品」、「木材・木製品」、「一般機械」、「電気機器」、

「輸送用機器」

・横ばい・・・・・・・・・「酒造」、「縫製」

・悪化・・・・・・・・・・・「ニット」、「印刷」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「食料品」、「鉄鋼・非鉄」、「精密機器」、「プラスチック」

・横ばい・・・・・・・・・「酒造」、「木材・木製品」、「印刷」、「窯業・土石」、「金属」、

「輸送用機器」

・わずかに悪化・・・「一般機械」、「電気機器」

・悪化・・・・・・・・・・・「織物」、「ニット」、「縫製」



○   消費税増税による売上の低迷が予想され、業況に悪影響が懸念される。 【木造・木製品】

○   新規事業に対する資金借入に苦慮している。 【木造・木製品】

○   公の仕事が多くなっているが、1年間の契約なので資金繰りが大変です。 【印刷】

○   今後、消費税増税の影響がどう出るか心配です。 【印刷】

○   大型物件に集約されていて、中小の物件がなかなか出なくなってきている。震災前の厳しい状況に

　　　戻っている。 【窯業・土石】

○   価格転嫁がうまく進まず苦慮している。 【窯業・土石】

○   上期は、前年を大きく下まわった。下期は、多少回復してくると思われる。 【窯業・土石】

○   売上が昨年の半分ほどになり、税金の支払いに苦労している。 【鉄鋼・非鉄】

○   鋳造業は悪化している。今後も悪化の予想。 【鉄鋼・非鉄】

○   新規受注案件が減少している。 【金属】

○   人手(技能者)不足。 【金属】

○   一部を除いて変わりないが、人手不足の為稼働状況は悪化している。 【一般機械】

○   人手不足・先行き不透明。 【一般機械】

○   大手顧客からの発注・開発時期の先送りが顕著になり、今は我慢の時かと思います。 【電気機器】

○   まだまだ景気回復の予測はつきません。 【電気機器】

○   残業規制による人手不足で営業利益率が低下している。IT化や設備投資も考えているが、対応が

　　　大変厳しい。法改正などにより今までになかった経営的な厳しさを感じている。今後、今までとは異

　　　なる対策や支援が必要と考える。 【輸送用機器】

○   中国とアメリカの貿易摩擦の影響が大きく設備投資が激減しました。 【精密機器】

○ 　設備の更新により、顧客の新規開拓を検討しています。  【精密機器】

○   運賃の増加が気になる。今後どのようになっていくか判断が付かない。 【プラスチック】

今　回 -50.0

先行き -28.3

前回比 -19.0

対象企業 67

回答企業 46

建設業

○   手持ちの工事を施しているも、今後の受注が少なくなっている。 【建築】

○   仕事の話はあるが、思うように仕事に繋がらない。 【建築】

今　回 -54.1

先行き -47.2

前回比 -7.7

対象企業 114

回答企業 72

自由意見自由意見自由意見自由意見

＜卸売業＞＜卸売業＞＜卸売業＞＜卸売業＞

業況DI値

＜建設業＞＜建設業＞＜建設業＞＜建設業＞

業況DI値

業況・売上・採算・資金繰り全てでわずかに悪化を示した。

〈業況・採算〉

・わずかに悪化・・・「建築」

・悪化・・・・・・・・・・・「土木」

〈資金繰り〉

・わずかに悪化・・・「土木」、「建築」

【３ヵ月先見通し】

業況で改善、売上・採算でわずかに改善、資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・「土木」、「建築」

〈資金繰り〉

・横ばい・・・・・・・・「土木」、「建築」

採算でわずかに改善、業況・売上で横ばい、資金繰りでわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・わずかに改善・・・「鮮魚」、「機械器具」

・横ばい・・・・・・・・・「衣服」、「建築材料」、「その他」

・わずかに悪化・・・「飲食料」、「青果物」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「機械器具」

・わずかに改善・・・「衣服」、「鮮魚」

・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「青果物」、「建築材料」

・悪化・・・・・・・・・・・「その他」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「鮮魚」、「建築材料」

・わずかに悪化・・・「飲食料」、「青果物」、「機械器具」、「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「衣服」

【３ヵ月先見通し】

業況でわずかに改善、売上・採算・資金繰りで横ばいを見通している。

〈業況〉

・わずかに改善・・・「衣服」、「飲食料」、「青果物」、「機械器具」、「その他」

・わずかに悪化・・・「鮮魚」、「建築材料」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「衣服」、「建築材料」、「その他」

・横ばい・・・・・・・・・「青果物」

・わずかに悪化・・・「飲食料」、「鮮魚」、「機械器具」



卸売業

○   成人式の振袖レンタル料金の単価が低下傾向にある。また新柄を求める客が激減しているのでます。

　　　先が読めない。成人式が18才になると業界はますます不況になると思います。 【衣服】

○   得意先の廃業等により売上が右肩下がりで今後も厳しい見通しです。 【衣服】

○   消費税増税により10月からは景気が相当悪化するものと思われます。それがいつまで続くか心配です。

【飲食料】

○   全体的な経営環境は悪化しているものの、たまたま新規顧客に恵まれたため売上高が良化した。

【飲食料】

○   送料の値上げ幅が大きい。 【飲食料】

○   原発事故による風評被害から立ち直れない。人口減、節約志向、老齢化などで中小企業の商店は

　　　限界です。 【青果物】

○   高齢化が進み小売業者廃業。 【鮮魚】

○   消費税増税による駆け込み需要で売上は伸びているが、前倒しとなっただけで10月以降はその分

　　　売上減となる予想。 【機械器具】

○   消費税増税前の駆け込み需要はありません。 【建築材料】

○   米中貿易摩擦が経済に大きく影響している。 【その他】

今　回 -36.5

先行き -43.5

前回比 -0.7

対象企業 139

回答企業 85

小売業

○   若者は地元を離れ、年寄りは亡くなる人が多く、売上も減少しています。 【中小スーパー】

○   消費税増税や未だに続く原発事故による風評被害の影響で地方の商店街は大打撃の現状です。

【衣料】

○   人口減少に伴い、売上が伸び悩み一人あたりの商品購入も大幅に減っている。 【衣料】

○   消費税増税後の顧客動向が不安で読めない。 【衣料】

○   業況の先行きが読めません。 【飲食料】

○   今の時期の消費税増税に苦慮している。 【飲食料】

○   消費税増税の対応に追われる日々。軽減税率商品も販売しているので、苦労や手間は倍です。

　　　消費税増税は仕方ないが、国民が戸惑う様な複数税率には困ります。 【飲食料】

○   猛暑のせいなのか、売上が急激に落ちている。 【飲食料】

○   大型店に客が流れてしまう。 【飲食料】

○   高齢化と商圏人口減少が目立つ。 【家電品】

○   暑さの割にエアコンが売れない。 【家電品】

○   消費税増税前の駆け込み需要はない。 【自動車販売】

○   消費税増税前の動向が変動している。自動車に課税される新税制が分からない。 【自動車販売】

○   復興需要は既に終わり、景気の冷え込みを強く感じている。消費税増税前の顕著な駆け込み需要

　　　もない。消費税増税後は、一層の売上減少になると思われる。 【家具・建具】

○   商店街に人が来なく、週末は10店舗も開いていない。消費税増税後に更に影響が出ると思われる。

【その他】

＜小売業＞＜小売業＞＜小売業＞＜小売業＞

自由意見自由意見自由意見自由意見

自由意見自由意見自由意見自由意見

業況DI値

業況・採算・資金繰り横ばい、売上でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「中小スーパー」、「衣料」

・わずかに改善・・・「その他」

・横ばい・・・・・・・・・「自動車販売」

・わずかに悪化・・・「飲食料」、「家電品」

・悪化・・・・・・・・・・・「家具・建具」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「中小スーパー」

・わずかに改善・・・「飲食料」、「家電品」

・横ばい・・・・・・・・・「衣料」、「自動車販売」、「家具・建具」

・わずかに悪化・・・「その他」

〈資金繰り〉

・わずかに改善・・・「中小スーパー」、「衣料」、「家電品」

・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「家具・建具」

・わずかに悪化・・・「自動車販売」、「その他」

【３ヵ月先見通し】

売上・資金繰りで横ばい、業況・採算でわずかに悪化を見通している。

〈業況〉

・改善・・・・・・・・・・・「家電品」

・わずかに改善・・・「中小スーパー」

・横ばい・・・・・・・・・「飲食料」、「家具・建具」

・わずかに悪化・・・「衣料」、「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「自動車販売」

〈資金繰り〉

・横ばい・・・・・・・・・「中小スーパー」、「飲食料」、「自動車販売」、

「家具・建具」、「その他」

・わずかに悪化・・・「衣料」、「家電品」



今　回 -26.5

先行き -23.5

前回比 3.0

対象企業 103

回答企業 68

○   経営していくのがとても大変な状況になっています。行政に期待したい。 【旅館・ホテル】

○   労働力不足が深刻な問題。 【タクシー】

○   サウジアラビアの石油施設攻撃により原油価格が高騰し、悪化していくのではないか。 【運送】

○   軽油価格が不安定。 【運送】

○   人材不足と荷動きの悪さで、売上の減少が続いている。 【運送】

○   消費税増税後、どのようになるか心配です。 【自動車整備】

自由意見自由意見自由意見自由意見

業況DI値

＜サービス業＞＜サービス業＞＜サービス業＞＜サービス業＞

サービス業

業況・資金繰りで横ばい、売上・採算でわずかに悪化を示した。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに改善・・・「観光旅館」、「自動車整備」

・わずかに悪化・・・「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「タクシー」、「運送」

〈採算〉

・改善・・・・・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに改善・・・「観光旅館」、「自動車整備」

・わずかに悪化・・・「タクシー」、「その他」

・大幅悪化・・・・・・・「運送」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「情報サービス」

・わずかに改善・・・「タクシー」

・横ばい・・・・・・・・・「観光旅館」、「自動車整備」

・わずかに悪化・・・「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「運送」

【３ヵ月先見通し】

採算・資金繰りでわずかに改善、業況・売上で横ばいを見通している。

〈業況〉

・大幅改善・・・・・・・「タクシー」

・改善・・・・・・・・・・・「運送」

・横ばい・・・・・・・・・「自動車整備」、「その他」

・悪化・・・・・・・・・・・「観光旅館」、「情報サービス」

〈資金繰り〉

・改善・・・・・・・・・・・「タクシー」

・わずかに改善・・・「運送」

・横ばい・・・・・・・・・「観光旅館」、「自動車整備」、「その他」

・わずかに悪化・・・「情報サービス」


